
明
治
時
代

２
、
二
十
九
世
〜
三
十
二
世
住
職

常
円
寺
第
二
十
九
世
精
進
院
日
解
（
秋
山
寿
瑞
）

上
人
．
．

（
正
式
に
は
常
円
寺
の
初
代
か
ら
二
十
九
代
ま

で
の
住
職
は
『
聖
人
』
を
称
し
て
よ
い
。
第
十
二
代

住
職
の
時
に
本
山
本
土
寺
よ
り
『
永
代
聖
号
』
を
許

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
は
、
徳
川
幕
府
終
焉
の

直
前
の
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
七
月
、
八
王
子

本
立
寺
第
二
十
一
世
よ
り
常
円
寺
に
転
任
の
お
方
で

あ
る
。
上
人
は
、
そ
れ
以
前
に
当
寺
二
十
六
世
住
職

よ
り
本
山
本
土
寺
第
四
十
七
世
住
職
と
な
ら
れ
た
善

種
院
（
多
田
）
日
豊
上
人
の
後
を
受
け
、
明
治
十
年

五
月
十
五
日
に
本
山
本
土
寺
の
四
十
八
世
住
職
に
な

ら
れ
た
お
方
で
も
あ
る
。
な
お
、
本
山
四
十
七
世
日

豊
上
人
は
、
幕
末
維
新
に
は
本
山
住
職
と
し
て
幾
多

の
難
局
に
遭
遇
し
た
上
人
で
、
本
土
寺
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

上
人
の
時
代
に
明
治
維
新
に
遭
い
、
そ
の
廃
仏

段
釈
を
味
わ
う
。
平
賀
は
そ
の
思
想
の
発
生
源
と

も
言
う
べ
き
水
戸
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ

の
波
は
烈
し
く
朱
印
地
の
没
収
は
も
と
よ
り
の
こ

と
、
境
内
地
も
建
物
の
雨
垂
れ
落
ち
ま
で
失
い
四

院
・
六
坊
の
殆
ど
は
消
え
、
諸
堂
も
次
第
に
荒
廃

す
る
に
依
せ
る
外
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
豊
上
人
の
終
焉
の
地
は
、
常
円
寺
に
ほ
ど
近
い
修

行
寺
（
現
存
は
杉
並
区
堀
ノ
内
に
移
転
。
跡
地
は
市

谷
富
久
町
靖
国
通
り
際
、
四
谷
よ
り
暗
闇
坂
･
全
長

寺
を
下
っ
た
所
。
本
山
本
土
寺
の
江
戸
常
宿
坊
で
あ

っ
た
）
で
、
明
治
十
五
年
十
二
月
十
三
日
に
八
十
四

歳
で
入
寂
さ
れ
た
。
秋
山
寿
瑞
上
人
は
、
前
記
の
ご

と
く
、
先
代
日
豊
上
人
の
後
を
嗣
ぎ
明
治
十
年
に
は

既
に
本
山
住
職
に
な
ら
れ
る
も
、
常
円
寺
住
職
と
兼

務
で
本
山
に
は
四
年
間
の
勤
務
で
あ
っ
た
が
、
ほ
と

ん
ど
住
ま
う
こ
と
な
く
、
常
円
寺
で
起
居
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
本
山
の
荒
廃
が
甚
だ

し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
田
奇
峰
（
日
眞
）
著

『
法
華
名
家
掃
苔
録
』
の
秋
山
日
解
の
項
に
は

文
政
三
年
備
中
高
松
稲
荷
秋
山
家
に
生
れ
、
妙

寂
寺
日
諒
に
つ
い
て
薙
髪
し
て
寿
瑞
と
称
し
、
の

ち
中
村
檀
林
（
第
二
百
十
四
世
）
能
化
日
迅
（
顕

慈
院
　
福
井
小
倉
蓮
蔵
寺
　
歴
代
・
八
王
子
本
立

寺
十
七
世
・
横
須
賀
大
明
寺
四
十
一
世
・
平
賀
本

土
寺
四
十
一
世
、
四
十
五
世
再
歴
、
下
総
佐
原
の

人
。
平
賀
本
土
寺
三
十
九
世
日
浄
の
弟
子
）
に
師

事
し
た
。
維
新
前
後
八
王
子
本
立
寺
に
住
し
大
本

堂
（
九
間
四
面
）
を
再
建
し
た
。
次
で
淀
橋
常
円

寺
を
董
し
、
傍
ら
神
田
英
学
塾
に
通
学
、
法
華
寿

量
品
を
翻
訳
し
て
法
要
に
読
み
、
帷
を
下
し
て
門

弟
に
教
え
た
。
の
ち
本
山
平
賀
を
董
し
た

と
の
記
載
が
あ
る
。

明
治
五
年
当
時
の
常
円
寺
の
僧
侶
は
、
住
職
日
解

上
人
と
、
八
王
子
本
立
寺
よ
り
同
行
し
た
で
あ
ろ
う

弟
子
壽
仙
と
、
そ
の
ほ
か
壽
悦
の
三
人
で
あ
る
。
明

治
二
年
の
江
戸
の
町
と
い
え
ば
、
諸
大
名
は
府
内
の

藩
邸
を
引
き
払
い
国
元
へ
、
ま
た
多
く
の
旗
本
は
旧

知
行
地
へ
帰
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

下
級
武
士
に
至
っ
て
も
、
住
ん
で
い
た
組
屋
敷
ま
で

も
が
上
地
（
取
払
い
）
と
な
っ
て
し
ま
う
あ
り
さ
ま

で
、
町
は
閑
散
と
し
て
い
た
。
庶
民
の
江
戸
か
ら
の

離
散
も
夥
し
く
、
旧
江
戸
の
町
は
さ
び
れ
は
て
た
状

態
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
諸
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
、
明
治
五
年
の
『
寺
院
明
細
帳
』
の
記
録
に
よ
る

と
、
当
時
の
常
円
寺
の
檀
家
の
数
は
二
百
戸
と
、
維

新
前
と
比
較
す
る
と
か
な
り
の
減
少
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
五
年
後
、
離
散
し
た
旧
江
戸
市

民
の
多
く
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
市
内
に
戻
り

始
め
た
頃
に
は
、
日
解
上
人
を
は
じ
め
支
援
者
の
努

力
の
賜
物
で
あ
ろ
う
か
、
明
治
十
年
の
『
日
蓮
宗
明

細
簿
』
に
よ
れ
ば
檀
家
の
数
は
三
百
十
四
戸
と
急
激

に
増
加
し
て
い
る
。
当
時
の
常
円
寺
内
部
の
様
子
は
、

幕
末
維
新
の
大
動
乱
に
も
関
わ
ら
ず
、
仏
様
は
も
と

よ
り
建
物
も
本
堂
･
庫
裏
･
祖
師
堂
と
無
事
で
、
文

政
十
年
（
寺
社
書
上
）
の
昔
よ
り
若
干
の
増
改
築
が

見
ら
れ
る
も
現
存
し
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
前
記
し
た
よ
う
に
上
人
は
自
ら
英

学
塾
に
通
学
し
、
法
華
経
寿
量
品
を
翻
訳
し
、
こ
れ

を
法
要
に
読
み
、
門
弟
に
教
え
て
お
り
、
宗
門
に
お

け
る
「
洋
学
の
先
駆
者
」
と
讚
え
ら
れ
て
い
る
。
上

人
は
明
治
十
九
年
九
月
九
日
、
常
円
寺
に
て
遷
化
し

た
。
世
寿
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

三
十
世
を
嗣
が
れ
た
の
が
進
誓
院
（
学
暹
）
日
辨

上
人
で
あ
る
。『
古
板
頭
退
座
列
名
記
』
に
よ
る
と

「
慶
應
三
（
一
八
六
七
）
年
頃
、
中
村
檀
林
三
老
入
座
・

板
頭
退
座
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
上
人
の
最
終
学
歴

を
示
す
も
の
だ
が
、
当
時
の
法
華
宗
一
致
派
の
最
高

学
府
の
一
つ
で
あ
る
中
村
檀
林
（
現
在
の
本
山
日
本

寺
）
の
上
座
に
在
籍
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時

の
中
村
檀
林
は
数
千
人
の
学
徒
を
擁
し
、
上
座
と
は
そ

れ
を
教
え
る
教
授
陣
五
名
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
三
老
入
座
」
と
は
三
番
目
の
教
授
と
し
て
就
任
し
、

「
板
頭
退
座
」
と
は
一
番
目
の
教
授
と
し
て
退
任
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
の
第
十
四
代

目
の
住
職
以
降
は
上
座
と
い
う
学
歴
が
な
い
と
常
円

寺
の
住
職
に
は
な
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
歴
代

住
職
墓
所
に
「
三
十
世
　
進
誓
院
日
辨
聖
人
　
明
治

廿
二
年
十
一
月
五
日
」
と
刻
石
の
墓
碑
が
あ
る
。

三
十
一
世
住
職
は
進
龍
院
日
泰
（
安
原
學
成
）
上

人
で
あ
る
。『
古
板
頭
退
座
列
名
記
』
に
よ
る
と
明
治

二
年
頃
、
中
村
檀
林
中
座
（
上
座
の
下
に
あ
る
十
五

名
、
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
助
教
授
か
）
か
ら
京
都

東
山
檀
林
へ
化
主
（
学
長
）
と
し
て
招
か
れ
、
明
治
二

十
年
一
月
二
十
九
日
、
本
山
平
賀
本
土
寺
五
十
世
に

晋
み
、
四
年
間
在
籍
の
後
、
本
山
京
都
妙
覺
寺
六
十

七
世
と
な
る
。
歴
代
住
職
墓
所
に
「
本
山
五
十
世

當
山
三
十
一
世
　
進
龍
院
日
泰
聖
人
　
大
正
十
二
年

三
月
十
五
日
」
と
刻
石
の
墓
碑
が
あ
る
。
八
十
五
歳
、

名
古
屋
に
て
の
ご
遷
化
で
あ
っ
た
。

三
十
二
世
住
職
は
體
妙
院
日
意
（
齋
藤
龍
妙
）
上

人
で
あ
る
。
上
人
は
金
沢
の
産
で
、
若
狭
小
浜
藩
士

で
あ
っ
た
。
当
山
二
十
六
世
日
豊
上
人
の
弟
子
と
な

り
、
牛
込
常
立
寺
・
市
谷
修
行
寺
を
歴
任
の
後
、
当

山
住
職
に
就
任
。
明
治
二
十
七
年
五
月
二
十
四
日
、

本
山
平
賀
本
土
寺
五
十
二
世
の
猊
座
に
就
く
。
上
人

も
常
円
寺
と
の
兼
務
で
あ
っ
た
が
、
上
人
の
代
に
な

っ
て
漸
く
本
山
復
興
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
在
籍
十
四
年
、
志
半
ば
で
明
治
四
十
年
九
月

二
十
四
日
、
世
寿
七
十
六
歳
、
常
円
寺
に
て
遷
化
。

師
日
豊
上
人
の
無
念
を
よ
く
よ
く
背
負
っ
た
一
生
涯

と
推
察
さ
れ
る
。
宗
門
に
て
は
本
山
議
員
を
務
め
た
。

（
つ
づ
く
）
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